VRの導入と授業への活用 by Introduction of VR and Its Application to Class迫垣内,裕
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1　はじめに




















築プレゼンテーションソフト「3D マイホームデザイナー PRO9EX」に VR 対応機能や関連機器
を実装した構成（2016 年 10 月発売）で，PRO9EX で作成したデータに特段の変換作業を必要
とせず，3 次元化されたプランがそのまま HMD に出力され VR 映像を見ることができる。機器
は図 1 のような構成で接続されており，PC はマウスコンピューター社製のハイエンドパソコン
NEXTGEAR-NOTEi7900BA1HMD，HMD は Oculus 社の Oculus Rift  CV1，操作にはマウス









を利用した間取り作成や 3 次元化を行う際の主要ソフトとして活用してきた（6）。当該 VR システム
























空間表現技法 〇 30 2
住・インテリア計画 ○ 30 2
CAD演習 ○ 30 2
住・インテリア設計製図 ○ 30 1
インテリアデザインⅠ 〇 30 2
インテリアデザインⅡ 〇 30 2
インテリアコーディネート ○ 30 2
インテリアデザイン実習 〇 30 1
インテリアビジネストレンド 〇 30 2




この中で VR データとして活用可能な 3D マイホームデザイナーを授業ツールとして利用してい
るのは，「CAD 演習」「インテリアコーディネート」「住・インテリア設計製図」の 3 科目である。
「CAD 演習」では 3D マイホームデザイナーの操作法やソフトの特徴を把握させ，「インテリアコー
ディネート」「住・インテリア設計製図」では，それに加えてコーディネートの基本知識に基づい
たインテリア・イメージスタイルの作成演習などを行っている。また，ゼミで実施する「卒業研究」




と VR の活用」）において披露した（図 2）。
図 2　オープンキャンパス学科模擬授業（「インテリア空間の作成と VRの活用」）
左：学生による VR映像操作の様子　　右：模擬授業の様子
4　VR の特色及び VR 導入によって見込まれる教育効果
導入した「メガソフト VR ソリューション」を使用して VR 作業に取りかかるには，図 3 のよう
な作業過程を経ることになる。先ずは 3D マイホームデザイナーを使用して戸建て住宅やアパート
住戸等の間取りを作成し，住宅設備・家具等のパーツを間取り上に配置する。その後，間取り全体
を同ソフトで 3 次元化し，3 次元画面上において内装・外装を仕上げ，設備・家具等の追加・変更
を行う。このようにして仕上がった 3 次元データを VR ソリューションセット内臓のパソコンに読
み込ませることで VR 作業に入ることができる。
















VR 教材の準備（図 4），1 セット限定導入の条件下における活用のあり方など今後検討すべき課題



















2）　「千葉大学，VR による建築学習の効果を検証開始（2017 年 10 月 19 日）」ICT 教育ニュース，
http:/ / ict-enews.net/，2017 年 12 月 4 日現在。






http:/ /www.megasoft.co. jp/vrsolution/case7.php，2017 年 12 月 4 日現在。
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